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　旭川医科大学病院（以下当院）は、地域周産

期母子医療センターとして年間約300件の分娩

を扱い、NICUの年間入院患者数は約100人であ

る。2005年に「赤ちゃんにやさしい病院」に認

定された。「母乳育児成功のための10か条」に

加え、当院独自の16項目から成る母乳育児基本

方針に沿った支援を行っている。

　NICUでの支援の実際として、入院時または入

院前に医師と看護師から母乳育児の重要性につ

いてパンフレットで説明を行っている。産科病

棟と連携することで、帝王切開であっても産後

6時間以内には搾乳を開始し、1日7～8回以上の

搾乳を支援している。できる限り初回の授乳は

母親または父親が行い、その後の経管栄養も両

親が行っている。母親自身の手で母乳を子ども

に与えることは、母親役割の実感や搾乳継続の

ためのモチベーションとなっている。また、電

動搾乳器の貸し出しを行うことで搾乳の負担軽

減を図っている。直接授乳は修正32週以降のカ

ンガルーケアにあわせて実施している。母親が

産科入院中は直接授乳を優先し、追加哺乳が必

要な場合は経管栄養やシリンジ哺乳を行ってい

る。母親が産科退院後や自宅が遠方の場合、哺

乳瓶での授乳を行うが、直接授乳で哺乳量が得

られるまでは出来る限り人工乳首の使用を避け

ている。24時間面会として、いつでも母親が子

どもに会いにきて授乳できる環境を整えている

他、院外出生児の場合、可能であれば母親も当

院に転院し、母子分離状態が続かないように産

科・地域病院との連携を図っている。また、子

どもの退院前には母子同室を行い、退院後も母

親が自信を持って母乳育児を継続できるように

支援している。

　「母乳育児成功のための10か条」のすべての

項目をNICUで実践することは難しいが、ハイリ

スク新生児であっても「赤ちゃんにやさしい」

ことを考え、当たり前に母子が一緒に過ごせる

環境の提供や母乳分泌を維持するための直接的

支援を行うことで、母乳育児の実践は可能だと

考える。
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